




















跡見学園女子大学マネジメント学部紀要　第 18 号　（2014 年 7 月 25 日）
持続可能なオリンピックのマネジメント
─ 2012 年ロンドン大会から学ぶ 2020 年東京大会の課題 ─
Sustainable Olympic Management



























と信じていた。この考え方は 1992 年の地球サミットで採択されたアジェンダ 21 の「責任ある発
展」の精神と一致するものである。






いて持続可能な発展を促進すること（第 1章第 2第 13 パラ）、また、オリンピック競技大会の優良
なレガシーを開催国と開催都市に残すことを推進することとした（同第 14 パラ）。













了 3年までの 12 年間を対象期間とし、大会開催地候補となった段階、大会の準備段階、大会終















　ロンドン大会は、既述の通り英国規格 BS8901 の認証を受け、ISO20121 の発行後はこれに移





















































































































用者が例年よりも 4％増え、地下鉄は 6200 万人（通常の年の 35％増）、Docklands Light Railway
















　LOCOGの国内スポンサープログラムでは、50 以上の企業から、合計約 7.5 億ポンド（1ポンド



















































が持続可能で環境に優しいものになるであろう」と答えた人は 2010 年 6 月には 26％であったも
















































































































































































































































































①東京都の旧長期計画「10 年後の東京（2006 ～ 2016 年）」のもと、既に 463ha
の新たな都市公園や植樹などの緑地が創出された。「2020 年の東京」のもとで











































































　新聞報道によると、カヌー会場は葛西臨海公園西側の約 3分の 1に整備予定であり、全長 300
メートルのスラロームコースを設ける予定である（日経、2013）。また立候補ファイルによると、
この施設は、座席数 12,000、立ち見席 3,000、合計 15,000 人の観客を収容できるものとして計画
され、建設工事費は、恒久工事として 24 億円、仮設工事費として 8億円、合計 32 億円とされて
いる。恒久工事は 2017 年 12 月に開始し、2019 年 5 月に完成する予定である。オリンピック開




























ISO26000（組織の社会的責任）（2010 年）、OECD多国籍企業行動指針（2011 年改正）、Sustainability 



















































⑶　オリンピック競技が行われる 5日間に毎日 15,000 人の入場者があり、本件仮設工事費（8億円）のすべ
てをこの観客からの入場料で賄うとしたら 1人 1.1 万円の負担となる。
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